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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・第４回院内研修の出欠の確認をお願いします。尚、今回の研修の欠席の理由として「業務の為」「勤務の為」等の記載が目立ちますが勤務形態を明確にして下さい。次回からはこのような表記の場合は欠席扱いとなります。上司からの命令で残業した場合（残業手当がつく場合）は残業（申告済み）と連絡して下さい。この場合は出席扱いとなります。名簿の管理は教育委員会（院内研修名簿管理担当・盛田沙織）が責任を持って行いますので、修正などがありましたら必ずメールにて連絡して下さい。申告期間は１１月１５日～２２日までです。個人の責任で確認する様にして下さい。

· 感染対策管理委員会では医療廃棄物分別チェック結果を添付メールにて報告する事となりました。９･１０月分の医療廃棄物管理状況を把握し、感染対策管理委員は所属グループの分別指導を行って下さい。

・１２月１５日（金）に実施指導が行われますが、内部監査として１２月４日（月）までに現担当分を４月からさかのぼりカルテの書類の順番やフローシート・記録･各伝票類がきちんと記載されているか確認をお願いします。

・猪股ＤｒのＰＨＳへつながりにくいとの話しがありましたが、医師住宅への電波を強くしているとの事で準夜スタッフはＤｒへ連絡して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 村上　幸子様～１１月１７日（金）９:００から下平ＰＳＷが御家族へ退院後の生

活についての面談を北病棟にて行います。

· 本田　英之様～退院後の為に１１月２３日（木）にデイケア、青山荘の見学予定と　

なっています。下平ＰＳＷと北病棟スタッフが付き添います。

· 駒木　学様～自動車免許の更新について弟様と連絡がとれました。弟様は免許の更

新へは３回とも付き添い出来ないとの事で、スタッフが付き添うと付き添い料金が１時間１５００円程掛かる事、交通手段（バスだと時間が掛かり付き添い料金が多くなる・タクシー）を説明していますが本人へ任せるとの事です。また、１１月２０日（月）に免許更新に必要な書類（印鑑・免許証・住民票）を持参していただく事にしています。その際、今回弟様へ各勤務帯で何度も連絡していますがつながらず、本人も焦りを訴えていました。今後もこのように急を要した場合の御家族への連絡方法について、来院時に弟様と話し合い検討しましょう。

＜皮膚科診察＞

· 三上　勇様～後首部の発赤が見られなくなっている為、アズクロ処置止めとなって

います。今後も部位の状態を観察、確認し保清面でのケア（床屋への促し）を行っていきましょう。

· 五日市　規様～右第１、２趾の間に、白癬悪化見られ、テラコートリル軟膏、アズ

クロ処置を行っていましたが、症状軽減した為ケルガー軟膏処置へと変更となっています。今後も部位の状態を観察・確認していきましょう。

· 山火　るい子様～右足第５趾間にベンチ腫にアズクロ軟膏処置を行っていました

が、スピ－ル膏貼布へ変更となっています。皮膚科診察２日前（２０日）に貼って下さい。

〇次回診察１１月２３日（木）が祝日の為、診察は２２日（水）に行います。南病棟の診察後に南病棟へ野沢Ｄｒを迎えに行って下さい。その際、必要な物品・器具も北病棟へ持って来て下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

· 小比類巻　昇様～他者へ｢１２月に退院する｣｢先週の問診時に先生に言われた｣と

話されており話しの内容の捉え方の誤解をされていると思われ、問診時主治医に情報提供し退院月日について確認しています。主治医より退院の日付けについて、下平ＰＳＷと相談をし話し合ってから本人へ伝えると話されています。

· 三上　勇様～買い物目的の為サンデーへの外出を希望されています。日時は来月予

定としています。「１２月２５日に宮古の町長が迎えに来る」と妄想発言が聞かれている為、本人の言動や精神症状の観察や所在確認を行っていきましょう。

· 船場　幸子様～１１月１５日（水）にお姉様とランチ外出に出掛けていますが「楽

しかった」と話され、疲労感はないと話されています。

· 滝田　英人様～右頬部腫脹、熱感、疼痛の症状は軽減されていますが、クラビット

（100）が１７日（夕食後）でなくなる為継続処方しアスモロールもなくなる為処方して頂いて下さい。今後も腫脹、熱感、疼痛の有無を確認していきましょう。

· 田野端　忠夫様～胃部不快感ありＦＫ散処方となっていましたが、症状軽減された

為飲み切り止めとなっています。今後も食事摂取量や胃部不快感等身体不調について観察、確認していきましょう。

＜注目患者様ケース検討＞

· 駒木　学様～免許の更新について弟様と連絡がとれ、１１月２０日（月）に来院さ

れる為本人が抱えている不安や焦燥感は軽減されると思われますがスタッフの関わりとして、本人の話しに傾聴し、指示的に接しないよう、又、洞察的な考えが出来るように関わっていきましょう。

· 加賀谷　芙美子様～１１月１５日（水）朝より軟便・水様便である事を訴えられ、

カマ（整腸剤）服用を拒否されていましたが田名部Ｄｒ診察により、腹部症状改善の為本人へ続けて服用するように説明し納得されています。今後も本人より訴えがあった際は、腹部症状改善の為続けて服用するように説明しましょう。また、ムズムズ感やつっぱり感の訴えや低血糖時の際の予測指示は１１月２１日（火）までとなっています。

· 低血糖時の症状について

· 脱力感、倦怠感、高度の空腹感、冷や汗、顔面蒼白、動悸、振戦、頭痛、眩暈、嘔気、知覚症状、不安、興奮、神経過敏、集中力低下、痙攣、精神障害、意識障害（意識混濁・昏睡）等が挙げられます。又、長期にわたる強化インスリン療法が行われている場合は低血糖初期の自覚症状（冷や汗・振戦）が通常と異なる場合や自覚症状が現れないまま低血糖、あるいは低血糖昏睡に陥ることがあります。

· 個人により症状は様々な為、本人の状態観察を看護・介護にかかわらず観察していきましょう。


































